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節
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勇
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な

ね
ぷ
た
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れ
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の
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の
風
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詩
を
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喫
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た
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う
で

し
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子
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大
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響（
こ
き
ょ
う
）」が
新
調
し

た
６
尺
２
連
太
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が
初
お
目
見
え
、
20
回
目
の
節

目
に
力
強
い
勇
壮
な
音
を
響
か
せ
ま
し
た
。沿
道

の
見
物
客
は
勇
壮
華
麗
な
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ぷ
た
の
行
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に
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了

さ
れ
、夏
の
夜
の
風
物
詩
を
満
喫
し
ま
し
た
。

“ひと” “まち” “文化”の交流“ひと” “まち” “文化”の交流 第
20
回

Ｑ．「ねぷた」と呼ぶのはどうして？
Ａ．津軽弁の「眠い」という言葉がなまって「ねぷた」になった
みたい。「ねぷた祭り」は夏の睡魔を燈籠にのせて川に流
した「ねむり流し」という行事が発展しものだと言われてい
るんだ。

Ｑ．「ねぷた」はどうして扇の形なの？
Ａ．津軽のお殿さまの子どもの頃の名前が「扇」だったことや、
扇は末ひろがりで縁起が良いという理由から、扇の形のね
ぷたが作られるようになったと言われているよ。

Ｑ．祭りの掛け声はなぜ「やーやどぉー！」なの？
Ａ．「ねぷたは流れろ 豆の葉はとまれ いやいやいやよ」という
「ねぷた歌」のことが昔の記録にあって、「いやいやいやよ」
が「やーやどぉー！」になったとか、昔はねぷたが喧嘩する
はげしい祭りがあって、そのときの「やぁ！やぁ！」っていう掛
け声が「やーやどぉー！」になったとか言われているんだ。

～知覧ねぷた祭のはじまり～
平成４年に当時高校２年生の阿部純さんが知

覧町と青森県平賀町の交流事業で知覧にホー
ムステイした際、「知覧の夜をねぷたで飾りた
い」と言ったことがきっかけで、両町の関係者が
知覧でねぷたを運行しようと奔走し、ついに平
成８年８月25日、平賀町から持ち込まれたねぷ
た１基が知覧まち商店街で運行されました。

第
１
回

青
森
県
平
賀
町
ね
ぷ
た
祭
in
知
覧

ね
ぷ
た
１
基
運
行

（
平
成
８
年
８
月
25
日
）

第
２
回

青
森
県
平
賀
町
ね
ぷ
た
祭
in
知
覧

ね
ぷ
た
２
基
運
行

（
平
成
９
年
７
月
12
日
）

第
３
回

青
森
県
平
賀
町
ね
ぷ
た
祭
in
知
覧

ね
ぷ
た
４
基
運
行

（
平
成
10
年
７
月
18
日
）

ゆ
く
年
く
る
年
ね
ぷ
た

　
知
覧
町
と
平
賀
町
で
同
時
開
催

（
平
成
10
年
12
月
31
日
）

第
４
回

青
森
県
平
賀
町
ね
ぷ
た
祭
in
知
覧

ね
ぷ
た
５
基
運
行

（
平
成
11
年
７
月
17
日
）

ゆ
く
年
く
る
年
ね
ぷ
た

交
流
10
周
年
記
念

知
覧
町
と
平
賀
町
と
の
友
好

親
善
交
流
盟
約
調
印
式

（
平
成
11
年
12
月
31
日
）

第
５
回

青
森
県
平
賀
町
ね
ぷ
た
祭
in
知
覧

（
平
成
12
年
７
月
22
日
）

第
６
回

青
森
県
平
賀
町
ね
ぷ
た
祭
in
知
覧

（
平
成
13
年
７
月
21
日
）

第
７
回

青
森
県
平
賀
町
ね
ぷ
た
祭
in
知
覧

（
平
成
14
年
７
月
20
日
）

第
８
回

青
森
県
平
賀
町
ね
ぷ
た
祭
in
知
覧

（
平
成
15
年
７
月
19
日
）

※

天
候
不
良（
大
雨
）の
た
め

中
止

第
９
回

青
森
県
平
賀
町
ね
ぷ
た
祭
in
知
覧

（
平
成
16
年
７
月
17
日
）

第
10
回

青
森
県
平
賀
町
ね
ぷ
た
祭
in
知
覧

（
平
成
17
年
７
月
16
日
）

第
11
回 

ね
ぷ
た
祭
in
知
覧

（
平
成
18
年
７
月
15
日
）

第
12
回

ね
ぷ
た
祭
in
知
覧

（
平
成
19
年
７
月
14
日
）

※
天
候
不
良（
台
風
）の
た
め

中
止

南
九
州
市
誕
生
記
念
特
別
運
行

薩
南
工
業
高
等
学
校
出
陣

（
平
成
19
年
12
月
１
日
）

第
13
回

ね
ぷ
た
祭
in
知
覧

（
平
成
20
年
７
月
19
日
）

第
14
回

ね
ぷ
た
祭
in
知
覧

（
平
成
21
年
７
月
18
日
）

第
15
回

知
覧
ね
ぷ
た
祭

（
平
成
22
年
９
月
25
日
）

※

口
蹄
疫
で
９
月
延
期

九
州
新
幹
線
全
線
開
業
記
念
イ
ベ
ン
ト

（
平
成
23
年
３
月
12
日
）

※

東
日
本
大
震
災
の
た
め
中
止

第
16
回

知
覧
ね
ぷ
た
祭

ね
ぷ
た
７
基
運
行（
ね
ぷ
た
電

球
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
式
へ
）

（
平
成
23
年
７
月
16
日
）

第
17
回

知
覧
ね
ぷ
た
祭

市
制
施
行
５
周
年
運
行

（
平
成
24
年
７
月
21
日
）

第
18
回

知
覧
ね
ぷ
た
祭

お
茶
む
ら
い
ね
ぷ
た
登
場

「
平
川
怒
涛
囃
子
組
男
気
会
」参
加

（
平
成
25
年
７
月
20
日
）

第
19
回

知
覧
ね
ぷ
た
祭

（
平
成
26
年
７
月
19
日
）

第
20
回

知
覧
ね
ぷ
た
祭

大
太
鼓
衆「
鼓
響
」誕
生

（
平
成
27
年
７
月
18
日
）

※

平
賀
町‐

平
成
18
年
１
月
１
日
、

町
村
合
併
に
よ
り「
平
川
市
」へ

知
覧 
ね
ぷ
た
祭

知
覧 
ね
ぷ
た
祭熱意と努力に感謝熱意と努力に感謝

知覧ねぷた祭がこの第20回
大会により成人を迎えることが
できました。これも平成８年当
初からこれまで祭に携わってき
た方々の熱意と努力によるもの
です。心から感謝します。
私は第１回目の祭を今でも
鮮明に覚えています。この知覧

に今まで見たことのない多くの見物客が訪れ、永久橋や湊橋が
崩れ落ちるのではないかと思ったほどでした。
毎年、平川市から多くの応援隊の方が駆けつけてくださり、今
回も50人を超える方が来てくださいました。一人でも多くの平
川市の方と交流ができたらと考えます。
最後に、「やーやどぉー！」の掛け声で大地を揺るがす熱気あ
ふれる祭を続け、初めて祭を見に訪れた方が来年も訪れたいと
思う祭に盛り上げていきたいです。

知覧ねぷた祭がこの第20回
大会により成人を迎えることが
できました。これも平成８年当
初からこれまで祭に携わってき
た方々の熱意と努力によるもの
です。心から感謝します。
私は第１回目の祭を今でも
鮮明に覚えています。この知覧

に今まで見たことのない多くの見物客が訪れ、永久橋や湊橋が
崩れ落ちるのではないかと思ったほどでした。
毎年、平川市から多くの応援隊の方が駆けつけてくださり、今
回も50人を超える方が来てくださいました。一人でも多くの平
川市の方と交流ができたらと考えます。
最後に、「やーやどぉー！」の掛け声で大地を揺るがす熱気あ
ふれる祭を続け、初めて祭を見に訪れた方が来年も訪れたいと
思う祭に盛り上げていきたいです。

知覧ねぷた祭実行委員会
会長　蔵元泰正

知覧ねぷた祭実行委員会
会長　蔵元泰正

おしえて！
ねぷたのこと

初お目見え
の「大太鼓

衆鼓響」

初お目見え
の「大太鼓

衆鼓響」

20周年おめでとうございます。
思い起こすと、私の一方的な「子ど
もたちにねぷたを見せてあげたい」、
「ぜひ、知覧でねぷたをやりたい」と
いう思いから始まりました。
今回、知覧ねぷた祭に参加させてい
ただき、祭り中は一歩置いて見させて
いただきました。完全に「知覧の文
化」になった。正直そう思いました。
ねぷたの事を分かっているし、大事にしてくれています。
いろいろなドラマや裏方の苦労、トラブルなどさまざまなことが
ありましたが、私もその中の一人で「知覧ねぷた」を成功させるん
だというみんなの思いの中、今日を迎えています。
永遠に「知覧ねぷた祭」が続いていくことを切に願います。
知覧の皆さま「ねぷた」を受け入れてくださり大変嬉しく思って
おります。
今後とも「ねぷた」のことをよろしくお願いいたします。
ありがとうございます。

20周年おめでとうございます。
思い起こすと、私の一方的な「子ど
もたちにねぷたを見せてあげたい」、
「ぜひ、知覧でねぷたをやりたい」と
いう思いから始まりました。
今回、知覧ねぷた祭に参加させてい
ただき、祭り中は一歩置いて見させて
いただきました。完全に「知覧の文
化」になった。正直そう思いました。
ねぷたの事を分かっているし、大事にしてくれています。
いろいろなドラマや裏方の苦労、トラブルなどさまざまなことが
ありましたが、私もその中の一人で「知覧ねぷた」を成功させるん
だというみんなの思いの中、今日を迎えています。
永遠に「知覧ねぷた祭」が続いていくことを切に願います。
知覧の皆さま「ねぷた」を受け入れてくださり大変嬉しく思って
おります。
今後とも「ねぷた」のことをよろしくお願いいたします。
ありがとうございます。

知覧の文化になった知覧の文化になった

阿部　純  さん阿部　純  さん

2Minamikyushu City Public vol.93



そ
の
熱
気
、大
地
を
揺
る
が
す
。

『
知
覧
ね
ぷ
た
祭
』が
７
月
18
日
、

知
覧
ま
ち
商
店
街
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。午
後
７
時
過
ぎ
に
大
小
７
基
の

ね
ぷ
た
が
一
斉
点
灯
さ
れ
る
と
、見

物
客
か
ら
大
歓
声
が
わ
き
上
が
り
、

色
鮮
や
か
な
武
者
絵
を
浮
か
び
上
が

ら
せ
た
ね
ぷ
た
が
、威
勢
の
い
い
掛

け
声
と
と
も
に
、太
鼓
と
笛
の
音
色

に
合
わ
せ
て
ゆ
っ
く
り
と
練
り
歩
き

ま
し
た
。

今
回
は
、市
商
工
会
知
覧
支
部
青

年
部
の
囃
子
隊「
大
太
鼓
鼓
響（
こ

き
ょ
う
）」が
新
調
し
た
６
尺
２
連
太

鼓
が
初
お
目
見
え
、20
回
目
の
節
目

に
力
強
い
勇
壮
な
音
を
響
か
せ
ま
し

た
。沿
道
の
見
物
客
は
勇
壮
華
麗
な

ね
ぷ
た
の
行
列
に
魅
了
さ
れ
、夏
の

夜
の
風
物
詩
を
満
喫
し
た
よ
う
で

し
た
。

そ
の
熱
気
、大
地
を
揺
る
が
す
。

『
知
覧
ね
ぷ
た
祭
』
が
７
月
18
日
、
知
覧
ま
ち
商

店
街
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。午
後
７
時
過
ぎ
に
大

小
７
基
の
ね
ぷ
た
が
一
斉
点
灯
さ
れ
る
と
、
見
物

客
か
ら
大
歓
声
が
わ
き
上
が
り
、
色
鮮
や
か
な
武

者
絵
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
ね
ぷ
た
が
、
威
勢
の

い
い
掛
け
声
と
と
も
に
、
ね
ぷ
た
囃
子
に
合
わ
せ

て
ゆ
っ
く
り
と
練
り
歩
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
市
商
工
会
知
覧
ま
ち
支
部
青
年
部
の

囃
子
隊「
大
太
鼓
衆
鼓
響（
こ
き
ょ
う
）」が
新
調
し

た
６
尺
２
連
太
鼓
が
初
お
目
見
え
、
20
回
目
の
節

目
に
力
強
い
勇
壮
な
音
を
響
か
せ
ま
し
た
。沿
道

の
見
物
客
は
勇
壮
華
麗
な
ね
ぷ
た
の
行
列
に
魅
了

さ
れ
、夏
の
夜
の
風
物
詩
を
満
喫
し
ま
し
た
。

“ひと” “まち” “文化”の交流“ひと” “まち” “文化”の交流 第
20
回

Ｑ．「ねぷた」と呼ぶのはどうして？
Ａ．津軽弁の「眠い」という言葉がなまって「ねぷた」になった
みたい。「ねぷた祭り」は夏の睡魔を燈籠にのせて川に流
した「ねむり流し」という行事が発展しものだと言われてい
るんだ。

Ｑ．「ねぷた」はどうして扇の形なの？
Ａ．津軽のお殿さまの子どもの頃の名前が「扇」だったことや、
扇は末ひろがりで縁起が良いという理由から、扇の形のね
ぷたが作られるようになったと言われているよ。

Ｑ．祭りの掛け声はなぜ「やーやどぉー！」なの？
Ａ．「ねぷたは流れろ 豆の葉はとまれ いやいやいやよ」という
「ねぷた歌」のことが昔の記録にあって、「いやいやいやよ」
が「やーやどぉー！」になったとか、昔はねぷたが喧嘩する
はげしい祭りがあって、そのときの「やぁ！やぁ！」っていう掛
け声が「やーやどぉー！」になったとか言われているんだ。

～知覧ねぷた祭のはじまり～
平成４年に当時高校２年生の阿部純さんが知

覧町と青森県平賀町の交流事業で知覧にホー
ムステイした際、「知覧の夜をねぷたで飾りた
い」と言ったことがきっかけで、両町の関係者が
知覧でねぷたを運行しようと奔走し、ついに平
成８年８月25日、平賀町から持ち込まれたねぷ
た１基が知覧まち商店街で運行されました。

第
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青
森
県
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賀
町
ね
ぷ
た
祭
in
知
覧

ね
ぷ
た
１
基
運
行

（
平
成
８
年
８
月
25
日
）

第
２
回

青
森
県
平
賀
町
ね
ぷ
た
祭
in
知
覧

ね
ぷ
た
２
基
運
行

（
平
成
９
年
７
月
12
日
）

第
３
回

青
森
県
平
賀
町
ね
ぷ
た
祭
in
知
覧

ね
ぷ
た
４
基
運
行

（
平
成
10
年
７
月
18
日
）

ゆ
く
年
く
る
年
ね
ぷ
た

　
知
覧
町
と
平
賀
町
で
同
時
開
催

（
平
成
10
年
12
月
31
日
）

第
４
回

青
森
県
平
賀
町
ね
ぷ
た
祭
in
知
覧

ね
ぷ
た
５
基
運
行

（
平
成
11
年
７
月
17
日
）

ゆ
く
年
く
る
年
ね
ぷ
た

交
流
10
周
年
記
念

知
覧
町
と
平
賀
町
と
の
友
好

親
善
交
流
盟
約
調
印
式

（
平
成
11
年
12
月
31
日
）

第
５
回

青
森
県
平
賀
町
ね
ぷ
た
祭
in
知
覧

（
平
成
12
年
７
月
22
日
）

第
６
回

青
森
県
平
賀
町
ね
ぷ
た
祭
in
知
覧

（
平
成
13
年
７
月
21
日
）

第
７
回

青
森
県
平
賀
町
ね
ぷ
た
祭
in
知
覧

（
平
成
14
年
７
月
20
日
）

第
８
回

青
森
県
平
賀
町
ね
ぷ
た
祭
in
知
覧

（
平
成
15
年
７
月
19
日
）

※

天
候
不
良（
大
雨
）の
た
め

中
止

第
９
回

青
森
県
平
賀
町
ね
ぷ
た
祭
in
知
覧

（
平
成
16
年
７
月
17
日
）

第
10
回

青
森
県
平
賀
町
ね
ぷ
た
祭
in
知
覧

（
平
成
17
年
７
月
16
日
）

第
11
回 

ね
ぷ
た
祭
in
知
覧

（
平
成
18
年
７
月
15
日
）

第
12
回

ね
ぷ
た
祭
in
知
覧

（
平
成
19
年
７
月
14
日
）

※

天
候
不
良（
台
風
）の
た
め

中
止

南
九
州
市
誕
生
記
念
特
別
運
行

薩
南
工
業
高
等
学
校
出
陣

（
平
成
19
年
12
月
１
日
）

第
13
回

ね
ぷ
た
祭
in
知
覧

（
平
成
20
年
７
月
19
日
）

第
14
回

ね
ぷ
た
祭
in
知
覧

（
平
成
21
年
７
月
18
日
）

第
15
回

知
覧
ね
ぷ
た
祭

（
平
成
22
年
９
月
25
日
）

※

口
蹄
疫
で
９
月
延
期

九
州
新
幹
線
全
線
開
業
記
念
イ
ベ
ン
ト

（
平
成
23
年
３
月
12
日
）

※

東
日
本
大
震
災
の
た
め
中
止

第
16
回

知
覧
ね
ぷ
た
祭

ね
ぷ
た
７
基
運
行（
ね
ぷ
た
電

球
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
式
へ
）

（
平
成
23
年
７
月
16
日
）

第
17
回

知
覧
ね
ぷ
た
祭

市
制
施
行
５
周
年
運
行

（
平
成
24
年
７
月
21
日
）

第
18
回

知
覧
ね
ぷ
た
祭

お
茶
む
ら
い
ね
ぷ
た
登
場

「
平
川
怒
涛
囃
子
組
男
気
会
」参
加

（
平
成
25
年
７
月
20
日
）

第
19
回

知
覧
ね
ぷ
た
祭

（
平
成
26
年
７
月
19
日
）

第
20
回

知
覧
ね
ぷ
た
祭

大
太
鼓
衆「
鼓
響
」誕
生

（
平
成
27
年
７
月
18
日
）

※

平
賀
町‐

平
成
18
年
１
月
１
日
、

町
村
合
併
に
よ
り「
平
川
市
」へ

知
覧 

ね
ぷ
た
祭

知
覧 

ね
ぷ
た
祭熱意と努力に感謝熱意と努力に感謝

知覧ねぷた祭がこの第20回
大会により成人を迎えることが
できました。これも平成８年当
初からこれまで祭に携わってき
た方々の熱意と努力によるもの
です。心から感謝します。
私は第１回目の祭を今でも
鮮明に覚えています。この知覧

に今まで見たことのない多くの見物客が訪れ、永久橋や湊橋が
崩れ落ちるのではないかと思ったほどでした。
毎年、平川市から多くの応援隊の方が駆けつけてくださり、今
回も50人を超える方が来てくださいました。一人でも多くの平
川市の方と交流ができたらと考えます。
最後に、「やーやどぉー！」の掛け声で大地を揺るがす熱気あ
ふれる祭を続け、初めて祭を見に訪れた方が来年も訪れたいと
思う祭に盛り上げていきたいです。
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た方々の熱意と努力によるもの
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に今まで見たことのない多くの見物客が訪れ、永久橋や湊橋が
崩れ落ちるのではないかと思ったほどでした。
毎年、平川市から多くの応援隊の方が駆けつけてくださり、今
回も50人を超える方が来てくださいました。一人でも多くの平
川市の方と交流ができたらと考えます。
最後に、「やーやどぉー！」の掛け声で大地を揺るがす熱気あ
ふれる祭を続け、初めて祭を見に訪れた方が来年も訪れたいと
思う祭に盛り上げていきたいです。

知覧ねぷた祭実行委員会
会長　蔵元泰正

知覧ねぷた祭実行委員会
会長　蔵元泰正

おしえて！
ねぷたのこと

初お目見え
の「大太鼓

衆鼓響」

初お目見え
の「大太鼓

衆鼓響」

20周年おめでとうございます。
思い起こすと、私の一方的な「子ど
もたちにねぷたを見せてあげたい」、
「ぜひ、知覧でねぷたをやりたい」と
いう思いから始まりました。
今回、知覧ねぷた祭に参加させてい
ただき、祭り中は一歩置いて見させて
いただきました。完全に「知覧の文
化」になった。正直そう思いました。
ねぷたの事を分かっているし、大事にしてくれています。
いろいろなドラマや裏方の苦労、トラブルなどさまざまなことが
ありましたが、私もその中の一人で「知覧ねぷた」を成功させるん
だというみんなの思いの中、今日を迎えています。
永遠に「知覧ねぷた祭」が続いていくことを切に願います。
知覧の皆さま「ねぷた」を受け入れてくださり大変嬉しく思って
おります。
今後とも「ねぷた」のことをよろしくお願いいたします。
ありがとうございます。
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思い起こすと、私の一方的な「子ど
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知覧の文化になった知覧の文化になった

阿部　純  さん阿部　純  さん
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